
令和４年度  音楽科 教育指導計画 
（１）科目の配当・分担表（講師：＊） 

学 年 科 目  担当者 

１ 年 

２ 年 

３ 年 

音 楽 

音 楽 

音 楽 

古川  裕介 

  藤原 愛香＊ 

古川  裕介 

 

（２）指導計画表 

科目名：音楽 学年：１ 担当者名：古川 裕介 

１．指導目標 

①曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性

について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な歌唱，器楽，創作の技能を身

に付けるようにする。 

②音楽表現を創意工夫することや，音楽を自分なりに

評価しながら, よさや美しさを味わって聴くことがで

きるようにする。 

③主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，

音楽活動の楽しさを体験することを通して, 音楽によ

って生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。  

 

 

２．評価観点と評価方法 

≪評価観点≫ 

ア 知識・技能 

イ 思考・判断・表現 

ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 

≪評価方法≫ 

実技テスト・演奏発表・ワークシート・振り返りシー

ト・授業の参加・授業への取り組み状況 

上に示す評価観点に基づいて,学習のまとまりごとに評価します。学

習内容に応じて,それぞれの観点を適切に配分し,評価します。 

 

 

３．授業の方法・形式  

実技実習中心の授業を行い, 演奏発表の機会を多く取

り入れる。１年生では「まず,やってみよう」という精

神で,様々な角度から音楽を捉え,音楽を学ぶことの楽

しさを感じることができるように工夫する。また,個人

で音楽とじっくり向き合う時間と, グループで協働し

て音楽表現を創意工夫する時間両方を大切にした授業

を展開することで, 思考力・判断力・表現力を高めて

いきたい。 

４．年間計画 

≪音楽の基礎≫ 

楽典（楽譜の読み方） 

リズムソルフェージュ 

 

≪斉唱≫ 

「附中校歌」 「浜辺の歌」 「赤とんぼ」 

 

≪重唱≫ 

木下 牧子  愛する歌より 「雪の街」「地球の仲間」 

 

≪合唱≫ 

「カリブ 夢の旅」「夜汽車」 

 

≪リズム・アンサンブル≫ 

「クラッピング・カルテット No.１」 

 

≪鑑賞≫ 

A.ヴィヴァルディ「春」 

F.シューベルト「魔王」 

映画音楽の鑑賞 

 

≪ドレミパイプによるグループ演奏≫ 

 

≪指揮にチャレンジ≫ 

 

 

※曲目はあくまで予定であり, 生徒の実態に応じて, 

変更する。 

使用教科書：中学生の音楽１ 

中学生の器楽 （教育芸術社） 

 



科目名：音楽 学年：２ 担当者名：藤原 愛香  

１．指導目標 

①曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の

多様性について理解するとともに，創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な歌唱，器楽，創作の技

能を身に付けるようにする。 

②曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや，音

楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くことが

できるようにする。 

③主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，

音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽文化

に親しむとともに，音楽によって生活を明るく豊かな

ものにし，音楽に親しんでいく態度を養う。 

 

 

２．評価観点と評価方法 

≪評価観点≫ 

ア 知識・技能 

イ 思考・判断・表現 

ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 

≪評価方法≫ 

実技テスト・演奏発表・ワークシート・振り返りシー

ト・授業の参加・授業への取り組み状況 

上に示す評価観点に基づいて,学習のまとまりごとに評価します。学

習内容に応じて,それぞれの観点を適切に配分し,評価します。 

 

 

３．授業の方法・形式  

実技実習中心の授業を行い, 演奏発表の機会を多く取

り入れる。２年生では音楽表現に重点をおき「音楽と

いう手段で伝える」ための工夫が自発的にできるよう

指導する。個人の技能を高めるとともに. グループワ

ークで闊達な意見交換を重ねることで音楽の多角的な

捉え方ができるように支援していきたい。 

４．年間計画 

≪音楽の基礎≫ 

楽譜の読み方 

リズムソルフェージュ 

 

≪重唱≫ 

木下 牧子  愛する歌より  

「きんいろの太陽がもえる朝に」「さびしいカシの木」 

 

≪合唱≫ 

「時の旅人」「虹」 

 

≪リズム・アンサンブル≫ 

「やさいのきもち」「ボディパーカッション」 

 

≪鑑賞≫ 

フォーレ「シシリエンヌ」 

 

≪ギター≫ 

メロディ奏「大きな古時計」 

ストローク奏法「サザエさん」 

 

 

※曲目はあくまで予定であり, 生徒の実態に応じて, 

変更する。 

使用教科書：中学生の音楽２・３上 ２・３下 

中学生の器楽 （教育芸術社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

科目名：音楽 学年：３ 担当者名：古川 裕介 

１．指導目標 

①曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の

多様性について理解するとともに，創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な歌唱，器楽，創作の技

能を身に付けるようにする。 

②曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや，音

楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くことが

できるようにする。 

③主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，

音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽文化

に親しむとともに，音楽によって生活を明るく豊かな

ものにし，音楽に親しんでいく態度を養う。 

 

 

２．評価観点と評価方法 

≪評価観点≫ 

ア 知識・技能 

イ 思考・判断・表現 

ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 

≪評価方法≫ 

実技テスト・演奏発表・ワークシート・振り返りシー

ト・授業の参加・授業への取り組み状況 

上に示す評価観点に基づいて,学習のまとまりごとに評価します。学

習内容に応じて,それぞれの観点を適切に配分し,評価します。 

 

 

３．授業の方法・形式  

実技実習中心の授業を行う。週１時間という限られた

授業時数ではあるが, １・２年生での学習を生かし, 

生徒主体で練習を進める場面を多く取り入れる。 

３学期に開催される音楽会における学年合唱を３年間

の音楽科学習の集大成として位置づけ, 音楽をチーム

で創りあげる喜びを体感できるように指導・支援する。 

４．年間計画 

≪音楽の基礎≫ 

楽譜の読み方 

リズムソルフェージュ 

 

≪独唱≫ 

「オーソレミオ」「野ばら」 

 

≪重唱≫ 

滝 廉太郎作曲  「花」 

 

≪混声四部合唱≫ 

木下 牧子作曲 「春に」 

音楽会 学年合唱に向けて  

 

≪鑑賞≫ 

「モルダウ」 

 

≪指揮法≫ 

 

 

※曲目はあくまで予定であり, 生徒の実態に応じて, 

変更する。 

使用教科書：中学生の音楽２・３上 ２・３下 

中学生の器楽 （教育芸術社） 

 


